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ナノファイバー学会誌 1７ 巻 編集後記 

 

AI 技術の普及が急速である。期待する声と危険視する声が入り交じり騒然とした雰

囲気である。我々はどのように対処すべきか全く説明ができない状況にある。 

材料開発のツールには非常に有用であると考えられるが、「使いこなし方」を熟知す

る必要がある。我々の分野には MI の研究者が沢山おられるので、この方面を中心に執

筆いただいた。 

AI を使えば論文や総説が「気軽に」書くことができる。しかし正しいかどうか不明で

ある。（株）SEJ の山田氏はナノファイバーやフィルターの知識は全く持ち合わせてお

られないが、キーワードを設定することで総説をご執筆いただいた。これらの内容が正

しいかどうか読者の方で検証してほしい。 

AI は今後さまざまな影響を我々の分にも与えると考えられる。しかしノーベル賞の

受賞は「実験的事実」が確認されない限り不可能であることを肝に銘じておきたい。と

もかく、本特集号を機に AI に対する対応の仕方を具体的に始める端緒となれば幸いで

ある。 

本号から、新しく前大妻女子大学教授の團野哲也氏にご参加いただいた。團野氏は東

工大で学位取得後、三井石油化学、高知県立大学、大妻女子大学にご勤務されていた。 

（AT） 
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